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The purpose of this study is to investigate the tends of female students with low back strength index 
(L-BI) at Tokyo Polytechnic University from academic year (AY) 1998 to AY2018. A total of 1358 first-
year female students (18-19 years old) participated in the study. The back strength index has 
decreased from 1.47±0.34 in AY1998 to 1.22±0.24 in AY2018. The percentage of female students with 
L-BI (less than 1.0) was about 10% until AY2008, but has increased to about 20% since AY2009. This





























































そこで、本研究の目的は、1998 年度から 2018 年までの



















































指数 1.0 未満の学生を低-背筋力指数（Low back strength 






1998 年度から 2018 年度までの 21 年間にわたる女子学
生の背筋力指数の推移を表１および図１に示した。 








1998 1.47 0.34 81
1999 1.34 0.28 99
2000 1.41 0.36 111
2001 1.36 0.28 124
2002 1.38 0.29 86
2003 1.31 0.27 95
2004 1.33 0.33 81
2005 1.37 0.27 61
2006 1.35 0.35 65
2007 1.32 0.31 53
2008 1.39 0.29 41
2009 1.10 0.28 49
2010 1.27 0.30 35
2011 1.16 0.34 40
2012 1.19 0.25 43
2013 1.23 0.28 62
2014 1.15 0.24 37
2015 1.18 0.30 46
2016 1.21 0.24 45
2017 1.23 0.27 56
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指数を示した 2016 年度から 2018 年度の群（149 人）とそ





布の最頻値（1.25 以上 1.50 未満）は同じであった。両群





図２ 1998-1999 年度と 2016-2018 年度の背筋力指数の分
布の比較 
表２ 1998-1999 年度群と 2016-2018 年度群の体格の比較 
３．L-BI と H-BI の女子学生の動向 
L-BI と H-BI の女子学生数の割合を年度別に求め図３に
示した。その結果、L-BI の女子学生の割合は、1998 年度
から 2008 年度までは 10％前後あったが、2009 年度から
2018 年度までの間は 20％前後の値を示し、約２倍も増加
した。一方、H-BI の女子学生の割合は、1998 年度から 2000
年までは30％前後の値であったが2009年度以降は15％前
後となり約 2 分の 1 に減少した。 
図３ 低-背筋力指数と高-背筋力指数の女子学生の割合 
このように、1998 年度から 2018 年度までの 21 年間に 
L-BI の女子学生の割合は約 2 倍に増加し、H-BI の女子学














2013 年度（439 人）：1.24 vs 1.23（本研究） 
2016 年度（494 人）：1.11 vs 1.21（本研究） 
・平工ら 1)
1969 年度（520 人）：1.59 
1998 年度（710 人）：1.39 vs 1.47（本研究） 
2014 年度（893 人）：1.10 vs 1.15（本研究） 
また、清水ら 13)は文部省（当時）の体力・運動能力調査
のデータから 1964 年度と 1997 年度の 17 歳女子の背筋力
指数をそれぞれ 1.70、1.44 と算出している。 
以上のように中島ら 12)の 2016年度及び平久ら 1) の 2014
年度の背筋力指数の値と比較すると本研究の女子学生の
値は、若干大きめではであるが大きくかけ離れた値ではな

































































うに、1998-1999 年度群と 2016-2018 年度群の背筋力指数
の平均値には有意差（p＜0.001）が示されたが、両群の分
布の最頻値（1.25 以上 1.50 未満）は同じであった。この
ことは、本研究で示された背筋力指数の低下には、L-BI と
H-BI の女子学生の割合が影響していることを意味してい






























 本研究では、1998 年度から 2018 年度までの低-背筋力
指数（Low back strength index : L-BI）を有する女子学
生の動向について調べることを目的とした。対象者は東京
工芸大学工学部の女子学生 1358 人（年齢:18～19 歳）であ
った。その結果、背筋力指数は 1998 年度の 1.47±0.34 か
ら 2018 年度の 1.22±0.24 まで減少した。そして、L-BI
（背筋力指数 1.0 未満）の女子学生の割合は、2008 年度ま
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